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朝
河
貫

一
と

覇
権
な
き
ア
ジ
ア
外
交

は
じ
め
に

１
９
７
２
年
９
月
、
田
中
角
栄
首
相
が
北
京
を
訪
問

し
、
日
本
と
中
国
が
国
交
を
正
常
化
し
て
か
ら
５０
年
が

経

っ
た
。
半
世
紀
前
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
日
中
友
好
。

中
国
は
日
中
戦
争
で
疲
弊
し
た
国
の
復
興
途
上
に
あ

っ

て
、
文
化
大
革
命
の
混
乱
の
渦
中
に
あ

っ
た
。

日
本
は
戦
争
で
多
大
な
損
害
を
与
え
た
と
の
認
識
に

立

っ
て
、
資
金

・
企
画

・
技
術
等
、
強
力
な
支
援
を
進

め
て
、
復
興
と
そ
の
後
の
中
国
の
改
革
開
放
路
線
を
後

押
し
し
た
。

こ
の
半
世
紀
の
間
に
冷
戦
は
終
結
し
、
ソ
連
に
代
わ

り
中
国
が
台
頭
し
経
済
成
長
著
し
く
、
２１
世
紀
に
入
っ

て
世
界
第
２
位
の
経
済
規
模
と
な
り
、
強
大
な
軍
事
力

も
手
に
し
た
。
現
在
、
３
期
目
に
入
っ
た
習
近
平
政
権

は

「中
華
民
族
の
偉
大
な
復
興
」
を
唱
え
、
米
国
と
の

覇
権
を
め
ぐ
る
対
立
が
世
界
を
揺
さ
ぶ

っ
て
い
る
。

中
国
の
経
済
規
模
は
２
０
１
０
年
に
日
本
を
追
い
越

し
、
今
や
日
本
の
４
倍
近
く
に
膨
ら
ん
だ
。
国
交
正
常

化
当
時
の
蜜
月
時
代
は
遥
か
過
ぎ
去
り
、
尖
閣
諸
島
、

歴
史
認
識
等
を
め
ぐ
り
摩
擦
は
絶
え
ず
、
日
中
関
係
は

国
交
正
常
化
以
降
、
最
も
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

今
後
の
日
中
関
係
は
ど
う
な
る
の
か
。
日
本
は
こ
の

巨
大
な
隣
国
と
い
か
に
向
き
合
う
べ
き
か
。
こ
の
機
に

改
め
て
考
え
た
い
。

百
年
前
の
忠
告

第
１
次
世
界
大
戦
の
最
中
の
１
９
１
５
年
１
月
、
日

本
は
中
華
民
国
大
統
領
衰
世
凱
に
対
し
て
対
華
２１
カ
条

要
求
を
突
き

つ
け
、
同
年
５
月
、
中
国
側
に
こ
れ
を
受

諾
さ
せ
た
。
内
容
は
、
山
東
半
島
や
満
蒙
内
の
日
本
の

独
占
的
な
特
権
を
大
幅
に
拡
大
す
る
も
の
で
、
日
本
は

最
後
通
牒
を
発
し
て
要
求
の
大
部
分
を
認
め
さ
せ
た
。

中
国
国
内
で
は
、
こ
れ
に
反
発
し
て
排
日
運
動
が
高
ま

っ

て
い
っ
た
。

こ
れ
に
関
し
て
、
当
時

エ
ー
ル
大
学
助
教
授
で
あ

っ

た
朝
河
貫

一
は
対
中
国
、
対
米
国
関
係
の
今
後
を
憂
慮

し
て
、
時
の
首
相
大
隈
重
信
に
長
文
の
手
紙
を
書
い
た
。

大
隈
と
朝
河
は
東
京
専
門
学
校
以
来
の
旧
知
の
間
柄
で

あ

っ
た
。
日
本
は
明
治
４０
年
代
以
降
、
大
陸
進
出
を
進

め
て
い
て
、
そ
の
独
善
的
な
外
交
に
批
判
を
加
え
て
い

た
朝
河
は
、
「
日
本
の
将
来
の

一
大
事
は
支
那
に
関
す

る
日
米
の
相
互
感
情
如
何
に
在
り
」
と
す
る
観
点
に
立
っ

て
、
「
日
本
の
覇
権
な
き
ア
ジ
ア
外
交
の
基
本
精
神
」

を
諄
諄
と
説
い
た
。

朝
河
は
あ
る
べ
き
日
中
外
交
の
基
本
路
線
と
し
て
次

の
三
原
則
を
提
唱
し
た
。

第
１
は
　
日
中
の
共
利
共
進

第
２
は
　
東
洋
の
自
由

第
３
は
　
東
西
世
界
の
協
調

で
あ
る
。

第
１
に
、
日
本
と
中
国
は
歴
史
上

。
政
治
上
共
同
の

命
脈
を
保

っ
て
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
日
中
は
対
等
の

立
場
で
互
い
に
発
展
を
助
け
あ
い
共
進
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
２
に
、
日
本
と
中
国
は
並
行
し
た
関
係
を
保
ち
な

が
ら
競
争
的
な
友
好
関
係
に
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ

う
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
は
じ
め
て
中
国
は
西
洋
の
東

縛
か
ら
脱
し
、
独
立
主
権
を
確
立
す
る
こ
と
が
出
来
る

の
で
あ
り
、
そ
こ
に
自
由
東
洋
が
実
現
す
る
の
で
あ
る
。

第
３
に
、
日
中
が
共
進
し
、
東
洋
に
自
由
が
訪
れ
た

と
き
、
は
じ
め
て
東
西
世
界
が
互
い
に
刺
激
し
あ

っ
て

協
調
が
進
む
。

要
す
る
に
朝
河
は
、
日
米
関
係
の
将
来
の
最
も
重
要

な
問
題
は
必
ず
や
中
国
関
係
を
め
ぐ

っ
て
生
起
す
る
で

あ
ろ
う
こ
と
を
予
見
し
て
い
た
た
め
、
将
来
に
わ
た
る

中
国
問
題
の
根
本
的
な
解
決
策
と
し
て
三
原
則
を
提
唱

し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
朝
河
は
、
「将
来
の
大
利

の
為
に
日
前
の
小
利
を
捨
て
よ
」
、
「覇
権
な
き
ア
ジ
ア
　
４３
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外
交
を
旨
と
し
た
こ
の
方
針
こ
そ
日
本
は
世
界
に
対
し

て
大
胆
に
明
言
す
べ
き
」
と
大
隈
に
力
説
し
た
の
で
あ

る
。そ

の
後
の
推
移
を
み
る
と
朝
河
の
こ
の
三
原
則
に
は
、

提
示
か
ら
２６
年
後
に
お
け
る
日
米
戦
争

へ
の
重
大
な
岐

路
を
予
断
す
る
も
の
が
あ

っ
た
。
の
み
な
ら
ず
今
日
に

お
い
て
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
お
け
る
覇
権
を
め
ぐ

つ
て

対
立
す
る
中
国
と
米
国
を
も
戒
め
る
普
遍
的
価
値
あ
る

提
言
と
い
え
よ
う
。

日
中
関
係
の
過
去
現
在
未
来

現
在
、
政
治

・
外
交

。
安
全
保
障
上
、
日
中
関
係
は

過
去
５０
年
で
最
も
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
国
と
国
と
の
関
係
は
政
治
的
な

つ
な
が

り
だ
け
で
は
な
い
。
日
本
と
中
国
と
の
間
に
は
経
済
や

貿
易
、
文
化
面
な
ど
２
０
０
０
年
に
も
渡
る
交
流
の
歩

み
が
あ
り
、
日
本
国
家
の
黎
明
期
に
は
漢
字
や
貨
幣
、

仏
教
な
ど
の
伝
来
、
律
令
国
家
の
法
制
の
導
入
、
室
町

・

江
戸
期
の
漢
籍
や
絵
画
の
輸
入
な
ど
現
代
に
至
る
ま
で

脈
々
と
続
い
て
い
る
。

近
代
に
入
っ
て
は
、
ア
ジ
ア
で
先
行
し
て
近
代
化
を

成
し
遂
げ
た
日
本
に
亡
命
ま
た
は
留
学
し
て
中
国
革
命

を
推
進
し
た
孫
文
を
は
じ
め
、
革
命
や
近
代
化
に
貢
献

し
た
周
恩
来
や
魯
迅
、
郭
沫
若
な
ど
広
大
な
人
的
交
流

が
あ
る
。
翻

っ
て
両
国
が
敵
対
し
て
干
式
を
交
え
た
の

は
自
村
江
の
戦
い
、
元
寇
、
文
禄

・
慶
長
の
役
、
日
清

戦
争
、
日
中
戦
争
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
底
流
に
友
好
的

な
善
隣
関
係
史
が
ベ
ー
ス
に
あ

つ
た
の
は
論
を
待
た
な

い
。
元
来
、
同
じ
儒
教
圏
、
漢
字
文
化
圏
で
あ

っ
て
倫

理
観
や
美
意
識
、
食
文
化
も
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、

文
化
的
な
同
質
性
は
高
い
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
貿

易
分
野
で
は
国
交
正
常
化
以
降
、
両
国
の
通
商
関
係
は

年
々
発
展
し
、
日
本
に
と

っ
て
中
国
は
２
０
０
７
年
以

降
最
大
の
貿
易
相
手
と
な

っ
て
い
る
。

朝
河
博
士
が
日
中
両
国
は
共
同
命
脈
と
評
し
た
よ
う

に
地
政
学
的
に
も
歴
史
的
に
も
関
係
が
強
く
、
互
い
に

向
き
合
わ
ざ
る
を
得
な
い
隣
国
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら

ず
、
安
定
し
た
関
係
を
築
く
切
実
さ
は
む
し
ろ
増
大
し

て
い
る
。
半
世
紀
、
否

一
世
紀
先
を
見
通
し
て
、
双
方

は

一
時
的
な
対
抗
心
や
感
情
に
流
さ
れ
ず
、
対
話
と
交

流
の
パ
イ
プ
を
太
く
し
て
、
対
等

。
互
恵
の
理
念
に
立
っ

て
善
隣
協
調
関
係
を
維
持
発
展
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（参
考
文
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『最
後
の

「日
本
人
」
朝
河

貫

一
の
生
涯
』
）
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